別添様式１

[image: image1]
[image: image4.png]



[image: image2.png]


[image: image3.png]


祖父の手
鹿児島県・南九州市立中福良小学校・６年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゆだ),湯田)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よし),善)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とも),智)
「善智、ていねいに静かに置かんか。売り物にならんぞ。」
と、ぼくは祖父によく言われる。
　ぼくの祖父は、野菜作りの名人だ。ぼくは小さいころから祖父の後ろにくっついて畑に行き、遊んでいた。そして、たまに手伝いをするようになった。最近では、休みの日に、
「善智、畑に行くが。」
「善智、きゃべつを軽トラにのせて。」
と、祖父の声がひびく。
　そんな祖父には、別の顔がある。それは、保護司であるということだ。
　保護司は、過ちをおかした人を社会に復帰させる手伝いをする仕事だ。過ちをおかした人のなやみを聞いたり、社会でくらしていけるように手助けをしたりする。祖父は保護司になって十四年間、農業と保護司という二つの顔を使い分けているのだ。
　祖父のもう一つの顔、農業で冬がんの収かくの日。ぼくは祖父の手伝いをした。祖父がぼくにも冬がんをわたしてきた。でも、ぼくは思わず手をはなした。冬がんのちくちくがぼくの手をさしたからだ。
「ちゃんととらんか。きずがついたら、売り物にならど。」
　祖父は、手ぶくろもせずに当たり前のように仕事を続けている。ぼくは、軍手をしているが、軍手の間からちくちくが入ってくる。祖父の手は、分厚くてごつごつしていて、冬がんのとげに負けないようだ。冬がんはいつのまにか軽トラいっぱいになった。
　収かくさぎょうはこんなに大変な仕事だが、保護司でも大変なことはないのか聞いてみた。大変なのは、対しょう者とはじめて会うときだ。どんな人かが気になる。書類を見て知っているけど、実際会うとどきどきする。
　みんな本当はすなおだ。しかし、仲間のせいで悪いことをしてしまう。だから、自分のはんだんの弱さで社会にめいわくをかけてしまっていることをていねいに教える。そして、家族や友達と助け合う心を育てるよう指導する。また、社会で生きていくルールを教える。祖父の経験からアドバイスをする。大変だけど、やりがいがあるということだ。
　最近、三さいの子供がうえ死にする事件があった。かわいそうだと思う。子どもを大切にしてほしい。自分がされたら悲しい気持ちになるのに、それを子どもにする必要があったのか、考えてほしかった。一一九番したと書いてあるが、それはしまったと思ったからだと思う。後から思うのだったら、最初からしなければいいと思った。
　ところが、しばらくして、ネットで調べてみると、こんな記事があった。この母親自身が、小さい頃、親にぎゃくたいされていた。命のきけんがあるということで保護された。そして、結婚したら、夫からＤＶを受けた。
　確かに、この母親が悪い。でも、自分自身が親からぎゃくたいされていた。そして、自分の子どもにも同じことをしてしまう。
　祖父がしている社会を明るくする運動は、地いきがあやまちやひこうをよくせいすることをねらいとしている。これは、暗い社会にライトをつけて明るくしようとすることだ。この事件のことを考えると、この母親に保護司がついて指導をしただけでは解決しないのだと思う。最終的には、この母親が育ったかん境や、結婚した相手のＤＶというかん境がなくならないと、社会を明るくする運動のねらいをなしとげることはできないのだろう。
　こんなことを考えながらの冬がんの収かく。トラックいっぱいになった冬がんの作業も、これで終わりではない。次は箱づめだ。
　箱づめの時は、もう一度きれいなタオルでふき、見ためや大きさや形で分けていく。傷の数や大きさや形で箱の色が変わり、値段も変わるそうだ。味は変わらないのに、かわいそうな気がするが、少しでもいい冬がんが収かくできるように、祖父は一つ一つの作業を心をこめてていねいにしている。
　保護司の仕事も、社会を明るくするための運動も同じだと思う。一つ一つ、心をこめてていねいに取り組まないといけない。
　祖父は、社会にほうしすることを忘れないように面会のたびに言い聞かせるということだ。人間はすぐには変われないけど、変わろうという意しがあったら変われるから手伝う。家族を大切にする。そして、友達も。このことが一番大事だということを伝える。
　保護司をしていてよかったなと思うことを聞いてみると、対しょう者が反省して社会に復きしてすなおな人間になっていくことがうれしいということだった。人生のあやまちに気づき、社会に迷惑をかけないように頑張っているときや心を開いてくれたときがうれしい。
　農業も保護司の仕事も、こうした一つ一つの積み重ねが何よりも大切だということを、祖父のごつごつした手がぼくに教えてくれた。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催


第７０回“社会を明るくする運動”作文コンテスト








